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（注意） 
１．問題冊子（表紙を含む）は２枚です。 
２．問題冊子は指示があるまで開かないで下さい。 
３．問題冊子と下書き用紙は持ち帰って下さい。 
４．解答は、鉛筆、シャープペンシル、ペン、ボールペンのいずれで記入して

も構いません。 
５．解答にあたっては、どの問題から解答しても構いません。ただし、どの問

題についての解答であるのかを答案中に明示してください。 
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以下の問題について解答しなさい。 
 
問題１（１５点） 

次の事例を読み、［問い］に答えなさい。 
 
  甲株式会社（以下、甲社という）は、代表取締役 A、取締役 B、取締役 C
によって構成される取締役会を有する非公開会社である。甲社取締役 C は、

自身が１００％の株式を有する乙株式会社（以下、乙社という）の代表取締役

も兼ねていた。甲社は、乙社所有の不動産を購入して、甲社事業の拠点とする

こととした。 
 
［問い］ 

  甲社が、乙社所有の不動産を購入するにあたって、行うべき会社法上の手

続を述べよ。 
  また、甲社の株主 D が、上記不動産購入を阻止するために行いうる会社法

上の手段を述べよ。 
 
  
問題２（１０点） 
 新株発行における見せ金について、その内容と効果を説明せよ。 
 


